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同 名 日 本 イギ リス アメリカ ブラジル
看 議 職者 の種 類 看護師 看講師 看護師 看護師
保健師 保健師 保健師 保健師
助産師 助産師 助産師 産科看講師
教育機 関 専門学校 専門学校 専門学校 大 学
短 大大 学 大 学 短 大大 学
教育年 限 3年 3年 3年 4年
4年 4年 4年
国 家 試験 の有無 あり なし あり なし
そ の 他 助産師､保健師の 助産師は別の助産 産科看講師は 4年
教育課程 は専門学 師 学 校 で 3年 間､ 間の教育後､助産
校卒業後 1年間 保健師は 2年間の 師学校 で 1年間の




























































































































































大阪市立大学看護短期大学部紀要 第 6巻 (2004.3)
ら看護師への資格取得という教育制度はない｡あくまで､
看護師とテクニカルナースの2つの職種で患者ケアを行
うとし､資格や賃金に差をつけることにより､看護の体
制やコストに対処していると考えられる｡
7.おわりに
日本の看護職者の継続教育は看護サービスの質や経済
性を念頭に行われるものであり､看護職の定着率が高ま
っている現在では､人の一生を通じての仕事という意味
においてキャリア開発が重要となってきている｡ 看護者
を対象としたキャリア研究はBennerの臨床的技能の習
得段階6)における専門職能力の開発が有名である｡ 専門
職能力を開発するために臨床実践評価として､クリニカ
ルラダーが導入され､看護職者の学習への動機付け､職
場の活性化､プライマリーナースの育成などの目的に利
用されている7)｡井部8)は新卒者に必要とされる臨床能
力を就職時の臨床能力と卒後10か月の臨床能力を比較し
ているが､今後､中堅看護師の臨床看護能力を検討する
ことにより､各自それぞれのキャリア開発につながると
考えている｡
最後にこの研修の機会を与えていただき深く感謝致し
ます｡
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